
以
(
約
7
万
坪
)
の
広
さ
だ
。
禁
エ
コ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
と
飲
食
盾
へ
の
釦
と
通
版
。
欲
し
い
と
適
格
が
あ
り
帰
国
ら
お
う
と
、
ヅ
エ
ラ
l
ト
工

}

田
畑
で
飼
料
を
作
り
、
牛
の
会
社
代
表
取
締
役
。
ソ
1
ラ
い
す
み
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
し
た
。
さ
ら
に
牧
場
の
と
と
房
を
両
親
に
提
案
し
て
牛
か

艇
策
は
発
酵
さ
せ
て
一堆
肥
や
肥

1
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
推
進
活
の
返
礼
昂
に
も
な
っ
て
い
を
親
し
み
ゃ
す
く
知
っ
て
も
う

v
a
c
aは
誕
生
し
た

0

3携

諸

諮

問

団

吋

は

よ

く

知

ち

れ

た

人

る

j
で
は
月
2
寝
転

酪
農
家
は
孟
で
1
日
2
戸
廃
業
し
て
い
る

は
高
橋
夫
妻
と
両
線
、
畏
男
牛
か
う

v
a
c
aの
年
間
搾
り
や
バ
タ
1
作
り
の
体
験
日
本
の
酪
腿
開
催
醤
は
厳
レ
温
香
さ
ん
の
栂
来
の
拶
は
、

.

・
大
地
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
6
売
り
上
げ
は
6
0
0
0万
教
室
一
を
開
き
多
く
の
人
が
紡
い
。
一
般
社
団
法
人
中
央
酪
カ
ナ
ダ
の
大
学
で
構
想
し
た

.

人
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
円
。
正
社
員
4
人
で
ア
ル
パ
れ
る
。
ま
た
学
校
へ
牛
と
と
空
語
「
酪
鹿
全
国
基
礎
鶴
良
府
観
光
に
つ
な
ぐ
こ
と
だ

盟

結
鱈
し
て
い
る
温
香
さ
ん
イ
ト
白
人
が
働
く
。
千
葉
駅
も
に
訪
ね
、
子
供
た
ち
に
酪
査
」

(
2
0
1
8
5
に
よ
と
い
う
。

闘

は
千
葉
市
か
ら
通
っ
て
い
近
く
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
鐙
の
と
と
を
紹
介
す
る
食
育
れ
ば
、
酪
民
家
戸
数
は
初
年
「
マ
ル
シ
ェ
と
か
や
り
た
い
。

干
糞
県
の
南
東
部
の
い
す
ど
季
節
の
も
の
が
澄
場
す
る
。
夫
の
丈
司
さ
ん
は
、
千
も
あ
る
。

売
り
上
げ
は
直
販
活
動
「モ
1
モ
1
ス
ク
ー
ル
」
闘
で
3
万
7
4
0
0戸
か
ら
そ
れ
と
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
。

み
市
・
高
秀
牧
場
に
あ
る
ジ
る
。

-
万

5
7
0
0戸
ま
で
減
う
ち
は
農
業
体
験
は
い
く
ら

計
詰
立
問
駐
日
刊
誌
岬
杭

一
つ
け
た
の
は

伊
諸
説
信
任
問
i
九
戸
川
町
四

認
は
「
牛
、

c
o
w
、
統
片
付
れ
M
M

はね

E
ト
だ
っ
た

即
日
目
先
諒
許
可
能
設
段
目

v
a
c
a
(ス
ペ
イ
ン
語
で
ク
リ
ス
ト
。
あ
と
は
市
民
の

.
4

・
4

の
餌
は
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

牛
)
」
か
ら
。
搾
り
た
て
の
方
で
す
主
ね
」

(千
葉
県
酪
民
間
匝
業
協
同
組
が
、
コ
ロ
ナ
以
降
、

2
割
近
鼠
近
、
い
す
み
市
は
環
漬

ミ
ル
ク
か
ら
の
チ
l
ズ
や
ジ
牛
か
う

v
a
c
a
の

社

合

連

合

会

主

儲

)

に

も

鴎

極

く

も

上

昇

し

た

。

さ

ら

に

コ

が

よ

く

、

暮

ら

し

ゃ

す

い

と

エ
ラ
l
ト

を

購

入

で

き

て

、

長

、

馬

上

混

番

さ

ん

(

お

)

的

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

ロ
ナ
で
業
務
用
の
ミ
ル
ク
の
人
気
に
な
っ
て
い
る
。
若
い

の
ど
か
な
風
農
の
見
え
る
庖
は
そ
う
話
す
。
混

香

さ

ん

は

温

香

さ

ん

は

高

校

事

業

需

要

が

滅

り

、

全

国

的

に

苦

移

住

者

も

増

え

て

い

て

、

今

内

と

テ

ラ

ス

で

は

、

ピ

ザ

や

高

秀

牧

場

の

牧

場

主

の

高

橋

後

、

観

光

業

に

就

き

た

い

と

し

い

環

境

に

あ

る

。

後

の

地

域

づ

く

り

が

期

待

さ

ス
イ
l
ツ
や
ケ
l
キ
な
ど
が
憲
二

・
奈

緒

美

夫

妻

の

長

女

カ

ナ

ダ

に

留

学

。

大

学

寧

業

そ

の

よ

う

一な
中
、
高
秀
牧
れ
て
い
る
町
だ
。
新
た
な
良

今
へ
ら
れ
る
。
ジ
エ
ラ
1
ト
で
あ
る
。

後
は
現
地
の
飲
食
后
で
働
い
場
は
餌
の
自
給
笥
を
つ
く

村
観
光
が
生
ま
れ
る
可
能
性

は

近

隣

両

国

家

で

育

て

ら

れ

た

牧

場

で

は

ホ

ル

ス

タ

イ

ン

て

い

た

。
そ
ん
な
と
き
両
親
り
、
付
加
価
値
の
高
い
直
販
を
大
い
に
秘
め
て
い
る
。

ブ
ル
ー
ペ
リ
l
、
ィ
チ
ゴ
、

1
7
0顕
を
飼
育
。
璽

京

ド

か

ら

チ

l
ズ
工
房
を
立
ち
上
で
の
チ
ー
ズ
や
ジ
エ
ラ
l
ト

(取
材
・
文
川
金
丸
訟
膏
)

柿
、
イ
チ
ジ
ク
、
ト
マ
ト
な

l
ム
5
つ

分

、

約

幻

万

早

方

げ

た

の

で

墜

冗

を

季

伝

つ

て

の

唇

闘

を

始

め

た

わ

け

だ

。

H
水
頃
掲
載

四
本
の
農
業
を
救
う

カ
リ
ス


